
中心市街地 安全安心 コミュニティ 

高浜
た か は ま

地区 
（石川県志賀町） 

○ 計 画 期 間  平成 17 年度～平成 21 年度 

○ 面     積  176.9ｈａ 

○ 交付対象事業費   2,258 百万円 

○ 町人口 19,418 人 （地区内人口 3,369 人） 

 

 

 

 

 

目  標   既存の幹線道路や公共施設を有効に活かしながら、安心、快適に暮らすことができる居住環境を整え 

定住が促進される市街地の再生を目指す。 

 

指  標 

   中心市街地として、活力があり

賑わいの創出が達成できたかを、人

の動向で判断。                                 

 

事業内容   

基幹事業（1,804 百万円）→ 道路（幅員 6ｍ～16ｍ、延長 5,222ｍ 橋梁 1 橋・舗装修景・消雪施設整備）、防

災公園（2.3ha）公園トイレ（1 棟）、案内サイン 4 基、耐震性貯水槽 5 基、備蓄

倉庫、非常用電源施設、散策路・緑化整備、地域交流センター整備 等 

提案事業（   454 百万円）→ 排水路施設整備、調整池整備、上水道整備、高齢者福祉住宅整備、訓練棟整備、

空屋・空地活用調査、事業評価分析調査、商業地内植栽（花のプランター配置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口            4,057 人 （16 年度） → 4,100 人 （21 年度） 

まち歩き者数   13,151 人    （15 年度）   →  15,000 人   （21 年度） 

施設利用者    84,396 人    （14 年度）   →  97,000 人   （21 年度） 

■基幹事業 道路
（町）高浜中央線 舗装修景整備

L=450m

■基幹事業 街路（橋梁）
（都）福野･神代線 本体整備

L=140m  W=16m

■基幹事業 道路
（都）福野･神代線 消雪整備

L=140m 

○関連事業
高齢者福祉施設整備
A=8,240㎡

■基幹事業 地域生活基盤施設
柴木総合公園内及び周辺整 備
トイレ（１箇所） 時計 ベンチ

緑地広場（A=2,900㎡）

□提案事業 まちづくり活動推進事業
商業地内植栽（プランター 配置）
L=1,400m 

■基幹事業 地域生活基盤施設
たまり場及び待避地整備 ８箇所
耐震性貯水槽整備 ４箇所

□提案事業 事業活用調査

空屋・空地活用調査

□提案事業 地域創造支援事業
定住促進住宅地 調整池整備事業
V=11,000㎥

□提案事業 地域創造支援事業
定住促進住宅地 排水路施設整備

L=2,210ｍ

■基幹事業 高質空間形成施設
定住促進住宅地緑道整備

L=840m W=3m 芝道7,780㎡

■基幹事業 道路
（町）末吉西山線整備

L=500m W=10.5ｍ

□提案事業
地域創造支援事業

定住促進住宅地上水道整備

L=1,720ｍ

○関連事業
定住促進住宅地造成事業

A=64,550㎡

○関連事業
公共下水道整備事業

L=1,720m 

○関連事業
ふるさと農道整備事業

L=1,100m W=11m 

□提案事業 地域創造支援事業
訓練棟整備 2棟

■基幹事業 高次都市施設
地域交流センター整備
A=460㎡

■基幹事業 地域生活基盤施設
耐震性貯水槽 1基
備蓄倉庫 200㎡

非常用電源施設 1基

□提案事業 地域創造支援事業
高齢者福祉住宅整備
A=2,387㎡ 10戸

○関連事業
志賀消防署建設 A=713㎡

■基幹事業 道路
（町）高浜本線他 消雪整備

L=1,260m

■基幹事業 高質空間形成施設
ウォーキングルート整備
L=5,000m

■基幹事業 地域生活基盤施設
案内板整備 ４箇所

■基幹事業 道路
（町）駅前安誓寺線 消雪整備

Ｌ＝210m

■基幹事業 道路
（都）大島･今市線 消雪整備

L=1,280m

■基幹事業 高質空間形成施設
柴木総合公園内センターサ ークル 整備
センターサークル修景（A=900 ㎡）

■基幹事業 街路（道路）
（都）福野･神代線 本体整備

L=592ｍ W=16m 

■基幹事業 道路
（町）末吉畷線整備

L=50ｍ W=8.5m 

■基幹事業 道路
（都）福野･川尻橋線 消雪整備

L=590m

□提案事業 事業活用調査

事業効果分析調査

○関連事業
合同庁舎建設 A=762㎡

■基幹事業 公園
防災公園整備
A=23,000㎡

■基幹事業 道路
定住促進住宅地道路整備

L=1,720m W=6ｍ

地区概要 

河口部で、日本海に面した漁村集落の面影を残す密集市街   

地の周囲に、行政、福祉、文化、教育の拠点施設が集積立地 

している。 

ポイント   

合併を機とし、新町の核となる市街地の 

形成 
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地区の現況と課題 

かつて漁師町として栄えた当地区は、行商人が行き交い、旧商店街 

界隈は活気に満ちあふれていた。 

モータリゼーションの影響で、狭小道路の多い旧市街地は崩壊し、 

新しいまちづくりの提案が期待されている。 

車での移動の容易さに加え、歩いても楽しい、賑わいの創出が課題 

となっている。 

 

 

 

提案事業の特徴 

 

空屋・空地活用調査と活用 

  まちなかの空屋・空地の分布状況や今後の利用動向などを調査 

  し、まちなかの土地利用の更新、定住支援にむけた制度の検討 

  を行い、活用を図る。 

   

花のプランター配置 

  バスターミナル、庁舎、道の駅等の主要施設を連結する路線上 

  に花のプランターを配置し、生活に潤いと安らぎを提供する。 

   

 

計画策定プロセス 

 

防災計画のなかで 

  都市計画街路 福野神代線中の橋梁（今市橋）は、幅員が狭く 

  通行車両の荷重規制（６トン）がかけられており、防災計画上 

  懸案となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりアンケートの実施 

  アンケート調査により、まちづくりに対しての将来像「買い物 

  や通院など便利のよいまち」などが浮き彫りとなった。 

 

まちづくり協議会での検証 

  地区住民代表や有識者により実施メニューの提案と検証が行わ

れた。 

 
 

 

 ▲ 定住促進住宅地 

 ▲ 都市計画道路 福野神代線の整備 

 ▲ まちづくり協議会の様子 

 ▲ 高齢者福祉住宅の整備 

柴木総合公園
内施設の整備 
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